
　
高
槻
市
で
の
事
故
後
、
学
校

や
通
学
路
の
安
全
点
検
が
全
国

で
行
わ
れ
、
千
葉
市
で
も
危
険

個
所
の
点
検
が
実
施
さ
れ
、
緊

急
の
予
算
措
置
の
も
と
で
必
要

な
対
策
が
取
ら
れ
た
。
柏
台
の

問
題
の
住
宅
は
、
住
人
が
長
期

不
在
の
空
き
家
に
な
っ
て
い
る

が
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
接
す
る
よ

う
に
大
き
な
樹
木
が
何
本
も
た

っ
て
お
り
、
住
宅
自
体
も
塀
際

に
迫
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い

る
（
写
真
）
。
最
上
部
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
部
分
は
破
断
、
フ
ェ

ン
ス
も
外
れ
、
今
に
も
崩
壊
し

そ
う
な
状
態
で
あ
り
、
ブ
ロ
ッ

ク
一
つ
で
も
外
れ
れ
ば
、
押
さ

え
つ
け
ら
れ
て
い
る
土
の
圧
力

で
一
気
に
擁
壁
上
部
が
崩
れ
落

ち
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
ブ
ロ
ッ
ク
部
分
が
崩
れ
落

ち
れ
ば
樹
木
も
転
落
し
、
最
悪

の
場
合
、
高
い
盛
土
を
含
め
た

住
宅
全
体
が
傾
く
こ
と
に
な
り

か
ね
な
か
っ
た
。

　
こ
の
住
宅
は
、
昨
年
６
月
に

「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」

に
基
づ
く「
特
定
空
き
家
」に
指

定
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
代
執

行
に
よ
る
本
格
的
補
強
工
事
ま

で
に
は
手
続
き
に
数
年
を
要
す

る
こ
と
も
あ
り
、
危
険
に
直
面

し
て
い
る
地
元
住
民
た
ち
は
困

惑
し
て
い
る
。

　
地
元
住
民
は
「
こ
の
う
え
く

ず
れ
る
キ
ケ
ン
」
な
ど
と
表
示

し
て
通
行
す
る
子
ど
も
た
ち
に

注
意
を
喚
起
し
た
り
（
写
真
）
、

通
学
路
が
危
険
で
あ
る
こ
と
を

重
視
し
た
柏
台
小
学
校
が
、
地

元
自
治
会
等
と
協
議
し
て
全
家

庭
に
注
意
を
呼
び
掛
け
る
文
書

を
配
布
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
稲
毛
区
地
域
振
興
課
に
よ
れ

ば
、
住
宅
の
所
有
者
に
対
し
、

平
成

28年
９
月
と
平
成

29年

11

月
に
伸
び
て
い
る
樹
木
の
処
理

に
関
す
る
通
知
を
出
し
、
昨
年

の
６
月
と

12月
に
は
市
長
名
で

指
導
書
を
出
し
て
い
る
が
、
所

有
者
か
ら
は
連
絡
は
な
い
と
い

う
。
昨
年
末
に
は
崩
壊
し
か
け

て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
関
し
て

も
指
導
を
行
う
な
ど
、
区
も
取

り
う
る
対
応
は
取
っ
て
い
る
。

独
断
の
補
修
工
事
に
よ
り
当
面

の
崩
落
の
危
険
は
回
避
さ
れ
た

が
、
崩
落
を
完
全
に
止
め
る
た

め
の
本
格
的
工
事
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
民
法
の
「
事
務
管
理
」
と
い

う
規
定
に
よ
れ
ば
、
所
有
者
の

承
諾
が
な
く
と
も
緊
急
の
対
策

が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
管
理
責
任
発
生
の
恐
れ

を
」を
考
え
る
と
、市
は
自
ら
緊

急
の
対
策
を
と
る
こ
と
に
踏
み

出
せ
な
い
で
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
と
は
い
え
、
直
ち
に
緊

急
の
対
策
を
と
る
の
が
行
政
の

務
め
で
あ
り
、
住
民
の
期
待
は

大
き
い
。手
続
き
は
必
要
だ
が
、

住
民
は
何
年
も
待
っ
て
い
ら
れ

な
い
。

　
所
有
者
の
権
利
よ
り
住
民
の

安
全
が
優
先
で
あ
る
こ
と
に
疑

い
の
余
地
は
な
い
。
こ
の
ま
ま

住
宅
全
体
が
崩
落
す
る
事
態
を

招
け
ば
、
大
規
模
な
工
事
が
必

要
と
な
り
、
原
状
回
復
が
極
め

て
困
難
に
な
る
ば
か
り
か
、
周

辺
住
民
に
与
え
る
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
。

　
市
に
は
、
危
険
が
迫
っ
て
い

た
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
補
修
工
事
の
際
に
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
部
分
の
鉄
筋
が
確
認
で

き
た
こ
と
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や

金
属
フ
ェ
ン
ス
に
補
強
工
事
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
面
の
危

険
は
解
消
さ
れ
た
と
い
う
の
が

救
い
だ
。
状
況
と
今
後
に
関
す

る
住
民
説
明
会
が
必
要
か
も
し

れ
な
い
。

　
本
紙
の
取
材
で
は
、
市
の
税

務
当
局
は
直
近
で
こ
の
住
宅
の

所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
税
務
に
関

す
る
情
報
は
税
務
以
外
の
部
署

に
は
知
ら
せ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
緊
急
事
態
に
杓
子

定
規
で
は
困
る
。

　
こ
の
件
で
税
務
当
局
が
所
有

者
に
連
絡
を
取
る
に
は
、
市
長

や
副
市
長
の
陣
頭
指
揮
で
行
う

し
か
な
く
、
窓
口
の
職
員
に
判

断
の
責
任
を
負
担
さ
せ
る
の
は

酷
だ
。
最
高
幹
部
が
指
示
を
出

す
こ
と
で
事
態
が
進
展
す
る
こ

と
を
、
切
に
期
待
し
た
い
。

　
【
取
材
・
今
村
敏
昭
】

　
当
時
、
寒
竹
郁
夫

氏
の
著
書
（
竹
の
思

想
）
の
勉
強
会
を
定

期
的
に
開
催
し
て

い
た
が
次
の
講
師

を
誰
に
し
よ
う
か
と
な
り
、
小

生
は
田
中
正
明
氏
が
い
い
と
提

案
し
た
。
言
い
だ
し
っ
ぺ
で
小

生
が
田
中
氏
に
講
師
を
依
頼
す

る
こ
と
に
な
り
、
阿
佐
ヶ
谷
駅

近
く
に
あ
る
田
中
邸
を
訪
問

し
、
竹
の
会
の
趣
旨
を
伝
え
講

演
を
依
頼
し
た
。
田
中
氏
は
快

く
承
諾
。
２
０
０
０
年
４
月

16

日
に
稲
毛
海
岸
に
あ
る
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
ス
ト
で
一
般
公
開
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
。
約

50人
集
ま
っ
た

▼
南
京
事
件
の
生
き
証
人
と
し

て
知
ら
れ
る
田
中
氏
は
、
中
支

派
遣
軍
司
令
官
松
井
石
根
大
将

の
特
使
と
し
て
仕
え
て
い
た
の

で
南
京
事
件
に
詳
し
い
。
田
中

氏
は
自
ら
が
作
製
し
た
南
京
城

の
図
面
を
背
に
「
南
京

30万
人

大
虐
殺
は
な
か
っ
た
」
と
訴
え

た
▼
当
時
の
南
京
は
人
口

20万

人
。
世
界
各
地
か
ら
報
道
陣
が

1
2
0名

以
上
取
材
に
来
て
い

た
の
に
誰
一
人
大
虐
殺
を
報
道

し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か

国
際
監
視
委
員
会
か
ら
南
京
市

民
を
保
護
し
た
と
い
う
こ
と
で

感
謝
状
を
頂
い
て
い
る
▼
南
京

が
陥
落
し
た
の
は
昭
和

12年

12

月
。
そ
の
翌
年

3月
に
南
京
の

人
口
は

35万
人
。
松
井
大
将
の

特
命
に
よ
り

6月
に
私
は
南
京

を
訪
問
し
そ
の
事
実
を
確
認
し

た
▼
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
ア
イ

リ
ス
・
チ
ャ
ン
は
日
本
軍
は
南

京
で

30万
人
虐
殺
し
た
と
書
い

た
。
イ
ン
ド
の
パ
ー
ル
判
事
は

東
京
裁
判
で「
日
本
は
無
罪
」と

訴
え
た
。「
ア
メ
リ
カ
こ
そ
日

本
人
を
何
百
万
も
虐
殺
し
た

罪
を
負
う
べ
き
」
と
語
っ
た

の
が
印
象
深
い
。
　
（
正
）
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想想いい出出のの人人

四街道市から県議選へ

　
田
沼
た
か
し
元
衆
議
院
議

員
が
四
街
道
市
選
挙
区
か
ら

千
葉
県
議
選
に
出
馬
す
る

が
、
そ
の
事
務
所
開
き
が
先

月

13日
に
行
わ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
街
道
駅
か
ら
ほ
ど

近
い
四
街
道
市
大
日
の
メ
ー

ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
面
し
た
田

沼
氏
の
事
務
所
、
多
く
の
支

援
者
が
詰
め
か
け
、
期
待
の

大
き
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　
駆
け
付
け
た
四
街
道
市
岡

村
泰
明
元
県
議
は
、
田
沼
氏

の
人
柄
に
つ
い
て
、「
こ
の
人

に
四
街
道
の
明
日
を
託
し
た

い
」
と
感
じ
た
と
い
う
。

　
高
齢
者
施
策
や
子
育
て
支

援
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
へ
の

思
い
は
、
田
沼
氏
の
ご
両
親

へ
の
思
い
と
、
自
ら
が
子
育

て
世
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
考

え
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
、

市
庁
舎
建
て
替
え
や
ご
み
処

理
施
設
問
題
な
ど
の
大
型
案

件
は
、
こ
れ
ま
で
田
沼
氏
が

培
っ
た
人
脈
を
ふ
る
に
生
か

し
て
取
り
組
む
姿
勢
を
感
じ

た
と
い
う
。

　
田
沼
氏
は
元
々
千
葉
市
稲

毛
に
住
ん
で
い
た
が
、
四
街

道
市
か
ら
県
議
選
に
挑
戦
す

る
気
に
な
っ
た
の
は
、
田
沼

氏
の
妻
が
四
街
道
市
の
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
居
住
を
同
市

に
移
転
し
た
。

　
田
沼
氏
の
四
街
道
市
と
の

縁
は
深
く
、
第
二
の
故
郷
に

骨
を
う
ず
め
る
と
い
う
決
意

を
固
め
た
と
い
う
。

　
田
沼
氏
は
自
由
民
主
党
に

所
属
し
て
い
る
が
、
選
挙
に

は
無
所
属
で
臨
む
と
い
う
。

　
田
沼
氏
は
千
葉
市
議
会
議

員
か
ら
平
成

24年
の
衆
議
院

議
員
総
選
挙
で
は
日
本
維
新

の
会
公
認
で
千
葉

1区
か
ら

立
候
補
。
比
例
区
で
初
当
選

し
た
。
当
選
後
は
財
務
金
融

委
員
会
に
所
属
し
た
ほ
か
、

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
は

理
事
を
務
め
た
。
ま
た
党
内

で
は
広
報
委
員
会
副
委
員

長
、
教
育
委
員
会
改
革
Ｐ
Ｔ

幹
事
、
政
策
調
査
会
国
家
政

策
部
会
財
金
担
当
主
査
な
ど

を
務
め
た
。
特
に
、国
会
で
は

歴
史
教
科
書
問
題
を
取
り
上

げ
注
目
を
浴
び
た
。

　
平
成

26年
に
日
本
維
新
の

会
の
分
党
に
伴
い
、
次
世
代

の
党
に
参
加
。
党
政
調
副
会

長
兼
広
報
局
長
に
就
任
。
同

年

12月
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
次
世
代
の
党
公
認
で
千

葉

1区
か
ら
出
馬
し
た
が
落

選
し
現
在
に
至
る
。

　
田
沼
氏
は
昭
和

50年
千
葉

市
稲
毛
区
に
生
ま
れ
、
千
葉

東
高
校
か
ら
東
京
大
学
経
済

学
部
へ
進
学
、
卒
業
後
、ア
ク

セ
ン
チ
ュ
ア
（
株
）で
官
公
庁

の
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
数

多
く
手
が
け
た
。

　
平
成

21年
千
葉
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
で
最
高
位
当

選
、
平
成

23年
千
葉
市
議
会

議
員
選
挙
で
二
期
連
続
最
高

位
で
当
選
し
て
か
ら
国
政
に

臨
ん
だ
実
力
者
で
あ
る
。

柏台の空き家、高台のブロック崩壊の恐れ

　
任
期
満
了
に
伴
う
県
議
会
議
員
選
挙
（

4年
に
一
度
）
が
来
る
３
月

27日
告
示
、投
開
票

が

4月

7日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
る
。今
回
注
目
さ
れ
て
い
る
選
挙
区
は
四
街
道
市
選
挙
区

で
あ
る
。
四
街
道
市
の
現
職
県
議
は
中
台
良
男
氏
（
自
民
）
と
鈴
木
陽
介
氏
（
民
主
の
会
）

の
二
名
が
い
る
。
こ
こ
へ
元
衆
議
院
議
員
の
田
沼
た
か
し
氏
が
乗
り
込
む
構
え
を
見
せ
て

い
る
。
四
街
道
市
の
世
帯
数
は
約

4万
、
人
口
は
約

9万

4千
人
（

1月
現
在
）
で
あ
る
。

　
一
時
期
千
葉
市
（
鶴
岡
市
長
時
代
）
と
合
併
す
る
話
も
あ
っ
た
が
、反
対
派
が
多
数
を
占

め
立
ち
消
え
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
、田
沼
氏
は
四
街
道
市
選
挙
区
か
ら
無
所
属
で

挑
戦
す
る
が
、
四
街
道
市
は
新
住
民
が
増
え
て
い
る
た
め
、
公
明
・
共
産
支
持
票
の
行
方
が

カ
ギ
を
握
る
と
思
わ
れ
る
。
　

【
文
・
武
田
弥
太
郎
】

　花見川区にお住いの竹

内悦子さんは水戸市出

身。明治大学短期大学経

済科を卒業。40年ほど前

に千葉市に転居。「生活ク

ラブ生協」の活動に参加

し「市民ネットワークち

ば」の設立に関わり、1991年から

千葉市議会議員を3期務め、環境

や福祉や教育などの課題に取組

んだ。その後「子ども人権ネット

ちば」や「ＮＰＯ法人環境ネット」

「ＮＰＯ法人はぐくみの杜を支え

る会」「社会福祉法人オリーブの

樹」など教育・福祉・環境の問題

の活動に携わっている。

　現在、全国に公立の「夜間中学」

は31カ所存在する。千葉県内では

市川市で開校しており、4月から

松戸市にも公立の夜間中学が開

校する予定。

　2006年「千葉市第2次5か年計

画」の中で教育委員会内に「夜間

中学設置検討委員会」を設置し検

討を重ねたが、教員確保などの課

題が多く、外国人の日本語通級教

室を設置することで終了。

　2015年、文部科学省が形式卒業

者の学ぶ場として夜間中学を認

める通知を出した。

　2016年、議員立法で、夜間中学

への就学機会の提供を自治体に

求める「教育機会確保法」が成立。

文部科学省は、最低でも都道府県

に1校の夜間中学設立の方針を打

ち出した。竹内さんと有志の人た

ちは、2015年から夜間中学設立に

向けて活動を開始。松戸自主夜間

中学に関わる人を講師に

学習会を開催した他、教育

委員会へのヒアリング、フ

リースクール調査、夜間中

学関連の集会に参加する

などの活動を続け、昨年5

月に「ちば夜間中学をつく

る会」を設立。準備を重ね、昨年

10月に「自主夜間中学」を開校。

月2回、美浜区の高洲コミュニテ

ィセンターで開校している。学習

を教えるボランティアスタッフ

は、教員やもと教員や夜間中学の

活動に興味を持つ人など約 30

人。現在、不登校の生徒や高卒認

定試験の受験を希望する人や日本

語の勉強を希望する外国人、漢字

や言葉の意味を学びたいという年

輩の人など十数人の生徒が登録を

している。

　竹内さんは「学習したい内容な

ど本人の希望を聞き、それぞれの

人に対応できるスタッフが学習の

サポートをしている。生徒さんは

学習意欲があり熱心に勉強をして

いる。今後、夜間中学を週1回開校

できるように努力をしたい。年齢

に関係なく、学習意欲のある人は

参加して欲しい。公立夜間中学開

校のために、今後も働きかけを行

っていきたい」と語った。

　「ちば自主夜間中学」開校日：

毎月第2・4木曜日（1時間目17：30

～18：15、2時間目18：30～19：15、

3時間目19：30～20：15）参加費：

無料【問合せ】携帯090・1837・

2385（竹内）

　　　【取材・浦野美智子】　

千葉県立美術館

冬のアートコレクション

（収蔵作品展）◆具象彫刻展－具

象長近の先駆者たち-◆近代洋画

の先駆者浅井忠9－浅井忠の京都

時代-◆北詰コレクションメタル

アートの世界Ⅲ－調金の魅力－

◆コレクション名品展-バルビゾ

ン派の画家たちを中心に-◆アー

トコレクション・プラス具象彫刻

の今-彫刻家宮坂信二と県美の収

蔵作家たち-▽会期・１月29日

（火）～４月14日（日）９時～16

時30分/月曜日休館（月曜日が祝

日の場合は翌日）▽会場・千葉県

立美術館1・2・3・7・8展示室▽入

場料<アートコレクション共通>

一般300（240）円高校・大学生150

（120）円＊（）内は団体料金＊65

歳以上・中学生以下・障害者手帳

をお持ちの方及び介護者１名は

無料▽お問い合わせ・千葉県立美

術館・普及課℡043-242-8311

第44回子ども造形展

日時・２月13日（水）～17日（日）

９時～16時30分（入館16時まで）

▼会場・千葉県立美術館第５展示

室＊入場無料★子ども造形展で

は、一年間に行われたカリキュラ

ムの中から選んだ作品をメイン

に展示しています▼問い合わせ・

℡043-255-6394

インターンシップフォーラム

現在、大学のキャリア教育・就職

支援体制を強化する上で学生の

インターシップ参加率を高める

こと、地元企業・団体等の仕事の

魅力を学生に伝えることが、大き

な課題となっております。このよ

うな状況の中、千葉県内の大学と

地元企業・団体等の連携を一層深

化させ、インターンシップフォー

ラムの取り組み拡大のため「第５

回千葉県インターンシップフォ

ーラム」を開催◆日時・２月14日

（木）15時～17時30分（木）◆会

場・千葉大学けやき会館大ホール

◆内容・取組事例報告、学生発表

と受入企業の講評。植草学園大

学、神田外語大学、敬愛大学、聖

徳大学、千葉大学、千葉科学大学、

千葉経済大学、東京情報大学、和

洋女子大学（発表順）◆主催・千

葉県インターンシップ推進委員

会▼問い合わせ・敬愛大学℡

043-284-8333

サル山で焼き芋大会

千葉市動物公園では、現在30頭の

ニホンザルを飼育、冬の寒い季節

は暖を取るために数頭で身を寄

せ合って過ごしています。そこ

で、サルに暖を提供するためサル

山の中でたき火を行い、アツアツ

の焼き芋をサルに提供。来園者向

けの焼き芋販売も行います▼開

催日時2月10日 (日)、2月17日

(日)、2月24日(日)各日曜日とも

午前10時30分～12時まで。

▼問い合わせ043-252-1111（代)

ちば県民合唱団定期演奏会

▼会場・千葉県文化会館大ホール

▼日時・２月24日（日）14時開演

★演奏曲目・モーツアルト作曲/

交響曲第41番「ジュピター」・「大

ミサ曲」KV427★管弦楽・千葉交響

楽団★指揮・現田茂夫★合唱・ち

ば県民合唱団★合唱指揮・大津康

平★ソリスト♪ソプラノ小玉友

里花・石田滉♪テノール持斎寛匡

♪バス河野陽介▼入場料・（全席

自由）3,000円▼主催・問い合せ・

千葉県文化会館TEL043-222-0201

タオル帽子でがん患者を支援

がんになった患者さんのほとん

どの方が抜ける髪の処理に悩ん

でいます。タオルで作った帽子を

使用することで洗濯等が容易に

なり、がん患者さんに大変喜んで

利用いただいております。★ご一

緒にタオル帽子作りしませんか！

会員募集中★眠っているタオル

があったらご寄附ください（新

品、柄物、色無地可）▼主催・千

葉市生涯学習ボランティアの会

▼活動場所・稲毛区ボランティア

センター（稲毛区保健福祉セン

ター3F）▼日時・第３木曜日10時

▼事務局・千葉市稲毛区宮野木町

1652-86代表坂元式子▼連絡先・

副代表井上℡090-2177-2865

ギャラリーオアシス

和紙で作るちぎり絵作品50点展

示展。絵具とペン等で描いた作品

も10点展示。和紙のぬくもりを感

じてください▼３月４日～30日

▼お問い合わせギャラリーオア

シス電話043-309-8353

ギャラリー古島

「平岩共代楽しむジュエリー展」

-MyLuxury新しい自分を見つけて

-２月15日（金）～２月25日＊２月

21日休廊「石井康治　ガラスの世

界」-Blowinng Glass-♪ハープの

演奏3月1日（金）～３月18日（月）

＊３月7日14日休廊▼ギャラリー

古島TEL043-243-3313・(JR西千葉

駅西友側徒歩1分)

長沼コミュニティセンター

「東京2020へ★パラスポーツ・東

京五輪音頭体験会」▼内容・千葉

大学教育学部付属特別支援学校

中等部の生徒さんと一緒に、ボッ

チャなどのパラスポーツや、東京

五輪音頭を体験しませんか？小さ

なお子様からシニアの方、みんな

で楽しめるスポーツです!参加者

には生徒さん手作りの記念品を

プレゼント▼日時・２月２１日

（木）10時～11時30分＊入場料無

料▼定員60名▼会場・長沼コミュ

ニティセンター（千葉市稲毛区

長沼町461-8）℡043-257-6731

市市民民ガガイイドド ●今●月●の

●人
「ちば自主夜間中学」を開校

学び直しをしたい人たちを支援したい
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「ちば夜間中学をつくる会」代表・竹内悦子さん　72歳

歴
史
・
教
科
書
問
題
で
国
政
で
活
躍

田沼たかし元衆議院議員

通
学

路
に

迫
る

危
険
、

対
応

手
付

か
ず

　

2
0
1
8年

10月
号
に
て
、

初
め
て
掲
載
し
た
靴
の
専
門
店

「
靴
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
」の
反
響
が

す
ご
く
、
第

2段
の
ご
案
内
で

す
。
現
在
世
の
中
に
は
、足
の
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
が
数
え
き

れ
な
い
程
い
る
と
か
…
。

　
外
反
母
趾
・
腰
痛
・
膝
通
・
巻

き
爪
・
ウ
オ
ノ
メ
・
タ
コ
・
む
く

み
・
冷
え
な
ど
に
悩
ん
で
い
る

方
、
必
見
で
す
。
私
達
の
体
は
、

毎
日
の
食
べ
物
で
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
筋
肉
や
骨
格
な
ど

は
、
毎
日
の
適
度
な
運
動
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
で
鍛
え
ら
れ
ま

す
。「
歩
け
ば

9割
の
病
気
は
治

る
」
と
い
う
本
を
書
か
れ
た
お

医
者
様
も
い
ま
す
が
、
あ
る
大

学
の
教
授
の
講
演
で
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

筋
肉
強
化
・
平
熱
を
保
つ
体
温
・

老
化
防
止
・
血
行
促
進
・
ス
ト
レ

ス
解
消
・
メ
タ
ボ
対
策
・
脂
肪
燃

焼
・
糖
の
消
化
な
ど
…
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
程
で
す
。

　
靴
の
専
門
店
「
靴
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
」
の
オ
ー
ナ
ー
の
石
川
さ

ん
は
、
靴
に
携
わ
り

46年
、様
々

な
足
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
お

客
様
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
っ

た
数
は
、
な
ん
と

9
0
0
0人

以
上
。
そ
の
石
川
さ
ん
は
、シ
ュ

ー
フ
ィ
ッ
タ
ー
（
足
と
靴
と
健

康
協
議
会
会
員
）
や
、生
活
習
慣

病
予
防
指
導
士
な
ど
の
資
格
を

生
か
し
、
と
に
か
く
家
族
一
体

で
お
客
様
一
人
ひ
と
り
に
親
身

に
向
き
合
う
姿
が
、
と
て
も
印

象
的
で
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
正
し
く
立
つ
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
正
し
く
歩
け

な
い
。
左
右
の
足
は
ス
ム
ー
ス

な
歩
行
が
で
き
て
い
ま
す
か
？

猫
背
や
左
右
の
肩
の
高
さ
、
膝
、

腰
な
ど
の
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
綺
麗
な
姿
勢
で
歩
く
に

は
、
重
心
が
と
れ
て
い
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
…
」
と
石
川
さ

ん
は
語
る
。

　
こ
の
時
靴
選
び
が
最
も
大
切

で
「
靴
と
足
の
裏
の
バ
ラ
ン
ス
」

は
特
に
重
要
。
靴
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
で
は
「
足
の
計
測
」
→「
相
談

（
靴
選
び
）
」
→「
歩
行
チ
ェ
ッ

ク
」
の
流
れ
で
行
い
ま
す
。

　
足
裏
の
筋
肉
と
全
身
の
筋
肉

は
連
動
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

住
宅
は
、
木
の
組
み
合
わ
せ
で

す
が
、
人
は
関
節
の
組
み
合
わ

せ
。
筋
肉
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
が
解
り
ま
す
。

　
住
宅
も
人
も
、
土
台
や
足
裏

が
崩
れ
る
と
、
屋
根
も
全
身
も

痛
み
や
す
く
な
る
と
い
う
訳
で

す
。

　
そ
こ
で
購
入
し
た
方
々
の
ほ

と
ん
ど
が
、
そ
の
効
果
に
感
動

し
、
健
康
生
活
を
イ
キ
イ
キ
と

過
ご
し
て
い
る
靴
、「
ス
ト
レ
ッ

チ
ウ
ォ
ー
カ
ー
」
の
ご
紹
介
で

す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
ウ
ォ
ー
カ
ー

は
、
日
本
古
来
の
履
物「
一
本
下

駄
」
を
原
点
と
し
た
新
感
覚
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
で

す
。
「
一
本
下
駄
」
の
よ
う
に
、

「
身
体
の
軸
」を
意
識
す
る
こ
と

で
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
筋
肉
を
使

う
こ
と
が
で
き
、
身
体
を
自
然

に
整
え
る
と
い
う
訳
で
す
。
特

別
な
機
能
を
持
つ
ス
ト
レ
ッ
チ

ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
特
別
な
製
法

が
必
要
な
為
、
靴
産
業
で
長
い

歴
史
を
持
つ
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
工

場
で
時
間
を
か
け
、
一
足
一
足

丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
修
理
も
可
能
で
す
の
で
、
長

く
ご
愛
用
頂
け
ま
す
。

　
市
原
市
か
ら
成
田
山
新
勝
寺

ま
で
歩
く
人
達
も
愛
用
し
て
お

り
「
と
に
か
く
疲
れ
方
が
違
う
」

「
関
節
に
や
さ
し
く
筋
肉
を
鍛

え
て
、
む
く
み
、低
体
温
改
善
で

体
は
ポ
カ
ポ
カ
…
」
等
々
…
た

く
さ
ん
の
嬉
し
い
お
声
を
頂
い

て
る
と
か
。

　
こ
れ
か
ら
卒
業
・
入
学
シ
ー

ズ
ン
で
す
が
、
長
時
間
用
の
パ

ン
プ
ス
（
ヒ
ー
ル
は

3・

5
cm前

後
が
お
薦
め
）
も
飽
き
の
こ
な

い
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
、

外
反
母
趾
や
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
ま

で
対
応
と
様
々
に
ご
用
意
さ
れ

て
お
り
嬉
し
い
。
体
が
浮
く
よ

う
な
不
思
議
感
覚
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
「
ス
ト
レ
ッ
チ

ウ
ォ
ー
カ
ー
」

を
ぜ
ひ
お
た
め

し
下
さ
い
。
サ

イ
ズ
も
幅
広
く

対
応
し
て
ま
す

よ
。
　

　
あ
な
た
の
「
笑
顔
」に
な
れ
る

一
足
が
必
ず
こ
こ
に
は
あ
り
ま

す
。
　

　
稲
毛
新
聞
を
見
て
来
店
さ
れ

た
方
に
は
特
別
な
割
引
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
声
が
け
下
さ
い
。

笑
顔
の
一
足
を
あ
な
た
に
…

故・田中正明氏

田沼たかし氏（43歳）

（元衆議院議員）

カ
ギ
握
る
公
明
・
共
産
支
持
票


